
留学生奨学金 

 

団体名 ２０１９年度 学習奨励費（一般枠）（№０５６） 

応募資格 
（申込書を提出す

る際は必ず□を

「√：チェック」す

ること） 

□ 大学院に正規生として在籍する者又は大学の学部卒業以上の学歴を有
し、かつ、大学院レベルの研究活動を行うため、研究生として在籍す
る私費外国人留学生、又は、大学の学部に正規生として在籍する私費
外国人留学生。 

□ 学業、人物共に優れ、かつ経済的理由により修学が困難な者 
□ 語学能力の水準が次のいずれかの水準に該当する者 

① 日本語能力 独立行政法人国際交流基金及び公益財団法人日本国際 
教育支援協会が実施する日本語能力試験においてN２レベル以上に合
格した者、機構が実施する日本留学試験の日本語科目（読解、聴解及
び聴読解）の得点が200 点以上である者又は機構が別に認める語学水
準以上である者 

② 英語能力 CEFR（Common European Framework of Reference for  
Languages：Learning, teaching, assessment：外国語の学習、教授、
評価のためのヨーロッパ共通参照枠）においてB２レベル以上である
と認められる者 

□ 学習奨励費受給後に、ＪＡＳＳＯが実施するアンケートや進路状況調
査に協力できる者 

□ 仕送りが平均月額９０，０００円以下であること（入学料・授業料は
含まない） 

□ 在日している扶養者の年収が５００万円未満であること 
□ ゆうちょ銀行通常貯金口座をすでに持っている者 

□ ２０１８年度の成績評価係数が２．３０以上の者 

※成績評価係数の算出方法は、応募申込書「12」を参照ください。 

※２０１８年度の成績がない場合は、応募申込書に理由を記入してく

 ださい。 

支給金額 大学院・学部  月額４８，０００円 

支給期間 ２０１９年４月～２０２０年３月 

募集人数  １名（大学院レベル）、１名（学部レベル） 

応募締切 

提出先 

２０１９年 ４月  日（ ） 部局締切 
２０１９年 ４月２３日（火） 午前中 

 国際交流課締切（厳守）

最終結果等 ２０１９年６月中旬頃 

併給の可否    不 可 

提出書類 
（申込書を提出す

る際は必ず□を

「√：チェック」す

ること） 

□ 応募申込書 

□ 学業成績証明書（写で可） 

※2019年度の奨学金に初めて応募する者のみ 

※2019年度の奨学金学内募集に応募したことのある者は学業成績証明書

の提出不要 

（2019年4月入学者は応募申込書を部局教務係に提出してください。）

 
備   考 
 

学内選考通過者には、４月下旬に国際交流課から直接連絡します。

連絡がない方は学内選考不通過ということでご了承ください。 

 



２０１９年度（学習奨励費　№０５６ ）応募申込書（学内選考用）

１．氏名・国籍                                   国籍
　　（フリガナ）                                                               
　　（漢字又は英語表記）                        　　　　         　 　　　　　                                                         
２．生年月日　　　　　　年　　　月　　　日生（満　　　　歳）　     （ 男 ・ 女 ）

　　　（未婚・既婚）
３．所属学部・研究科名 　 （学籍番号： ）
    　　　　　　　　　　 学部 学科
            　　    　　　　　 研究科 修士・博士 年次
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (２０１９年４月現在)

４．現住所　（〒　　　　－　　　　　）
                                                  　　　　　　　　　　　　　　

５．連絡先　　電話番号（自宅）                          　 研究室（内線番号）
　　　　　　
　　　　　　    携帯電話番号 E-mail

６．住居状況（該当箇所に○を付けること。）

    民間アパート･マンション･公営住宅･兵庫国際交流会館･ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ留学生住宅･神戸留学生会館・社員寮・

　　その他公的留学生住宅・学生寮（ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾚｼﾞﾃﾞﾝｽを含む）・自宅(親､配偶者等が借り受けている住宅を含む）・

　　知人宅・ホームスティ・その他

　　＊申請者が負担している家賃の額：　　　　　　　　　   　    　円
　　　（家賃には、共益費、敷金、管理費、食費等を除く実質家賃。共同で借り受けている場合は人数で案分した

　　　金額を記入すること。家族や夫婦の場合で、申請者が家賃を負担している場合は案分は不要。

　　　ただし、配偶者が学生の場合は案分すること。）

７．授業料免除状況（過去１年間の免除状況について該当するものに○を付けること。）

　　 ２０１８年度　前　期：　申請せず・免除なし・半額免除・全額免除
　　 ２０１８年度　後　期：　申請せず・免除なし・半額免除・全額免除

８．奨学金受給状況（２０１８年度の受給状況を記入すること。）

  　  受　給：　あ　り　・　な　し
  　　受給ありの場合
        奨学金の名称及び金額　　　　　　　　　　　　　　 （ 円/月額）

９．家族構成（同居している家族、同居人について記入すること。）
　※家族に国費留学生がいれば同居人氏名欄に氏名の後ろに（国費）と記入してください。

続柄 年齢

１０．親、家族からの仕送り等（授業料を除く）があれば、平均月額を記入すること。
　　　なければ「なし」と記入すること。　　　　　　　　　　　　　　　　

１１．現在行っているアルバイトの額を記入すること。　　　　　　　　　　　

１２．２０１８年度の成績評価係数：　　　　　　　　　　　
例）2.58

　　　※２０１８年度の成績がない場合は理由を記入してください。例）大学に在籍していなかったため

理由：

　　　「成績評価係数の算出方法」（小数点第３位を四捨五入）
　　成　績　評　価

４段階評価（ﾊﾟﾀｰﾝ１） 優 良 可 不可
４段階評価（ﾊﾟﾀｰﾝ２） A B C F
４段階評価（ﾊﾟﾀｰﾝ３） 100～80点 79～70点 69～60点 59点～
５段階評価（ﾊﾟﾀｰﾝ４） 100～90点 89～80点 79～70点 69～60点 59点～
５段階評価（ﾊﾟﾀｰﾝ５） S A B C F
５段階評価（ﾊﾟﾀｰﾝ６） A B C D F
成績評価ポイント 3 3 2 1 0
「計算式」

※履修した授業について単位制をとらない場合は、単位数をすべて科目数に置き換えて算出すること。

　　大学から推薦を受けて，財団等から合否結果待ちの奨学会名を記入。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 奨学金

　 　　　　　　　　　（※合否結果が出るまでは大学から推薦することはできません。）

　　＊　申込書に虚偽の記入が認められた場合、推薦を見合わせる場合があるので、注意すること。

([評価ポイント3の単位数]×3)＋([評価ポイント2の単位数]×2)+([評価ポイント1の単位数]×1+([評価ポイント0の単位数]×0))

総登録単位数

社会人・学生の別同居人氏名 同居人の勤務先又は学校名



 

〇語学要件について 

１．日本語か英語のどちらか一方の基準をこえていること。 

２．学習奨励費の受給条件としては、語学試験や学力試験などのスコアの有効期限につい 

ては設定していません。 

【日本語】（下記のいずれかの基準をこえていること） 

① 日本語能力試験（JLPT）N2 以上 

② 日本留学試験（EJU）日本語（読解、聴解、聴読解）200 点以上 

③ BJT ビジネス日本語能力テスト 400 点以上 

④ ①、②、③以外の日本語の語学試験の成績により JLPT の N2 相当以上の日本語 

能力を確認 

  ※試験実施団体が示す対照表等により JLPT の N２レベル以上であることを確 

認してください。 

⑤ 日本語を主言語として高校レベルで 3 年間以上の教育を受けたと確認 

⑥ 日本語を主言語として学位を取得したと確認  

⑦ 学校が JLPT の N２相当以上の日本語能力を有していると判断 

  ※⑦の場合、どのように確認したかを書面にて提出してください。 

 

【英語】（下記のいずれかの基準をこえていること） 

CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）においてＢ2 レベル以上であると認められるかど 

うか、文部科学省発表「各資格・検定試験と CEFR との対照表」において、CEFR と 

各種語学試験等のスコアとの対照表を参照の上、語学力が CEFR B２レベル以上であ 

ること。 

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/30/03/1402610.htm 

※上記対照表に含まれない試験については、他機関等が公表している対照表やエビデ 

ンス等によって CEFR B2 以上の英語能力であることを確認すること。 

① TOEFL iBT 72 点以上 

② IELTS 5.5 以上 

③ TOEIC L&R 785 点以上 

④ ①、②、③以外の英語の語学試験の成績により CEFR の B2 以上の英語能力を 

確認 

⑤ 英語を主言語として高校レベルで 3 年間以上の教育を受けたと確認 

⑥ 英語を主言語として学位を取得したと確認 

⑦ 学校が CEFR の B2 相当以上の英語能力を有していると判断 

  ※⑦の場合、どのように確認したかを書面にて提出してください。 

 

 

 

                                      


